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【１】平成19年度予算概算決定における主な担い手対策（vol.1）！

前号でお伝えしたとおり、今号から３週に渡って平成19年度予算概算決定におけ

る主な担い手対策について、詳細をご説明します。

☆過去の生産実績がない場合に対する支援について

品目横断的経営安定対策加入者の更なる経営発展を促進するため、意欲と能力の

ある担い手の麦・大豆等の作付拡大に必要な経費の一部を助成する担い手経営革新

促進事業を実施します。

〈事業実施期間〉平成19年度から21年度までの3年間

〈対象品目〉 麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ（19年産から対象）

〈対象者〉 次のいづれかの者

（１）農外からの新規参入

（２）米の生産調整強化への対応

（３）経営規模の拡大により作付を拡大した者で、一定の要件を満

たす者

〈主な要件〉 次の全てを満たすこと
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（１）担い手にふさわしい新技術の導入

（２）は種前契約の締結など需要に応じた生産の実施

（３）良品質な農産物の生産

〈助成額〉 助成額＝支援対象面積×作目ごとの助成単価

〈 〉 （ 、 、支援対象面積 18年産からの作付拡大面積 ただし 米の生産調整強化への対応

経営規模の拡大により作付を拡大する場合、それぞれ、生産調整強化分、経営規模

拡大分に該当する面積が上限）

〈作目ごとの助成単価〉小麦27,600円／10a、大豆20,200円／10a等

このほか、本事業では、地域にモデル経営体を設置し、大規模土地利用型農業の

担い手にふさわしい技術の導入・普及を推進します。モデルとなる経営体には、実

証経費相当額を助成します。

担い手経営革新促進事業による助成を受けるためには、品目横断的経営安定対策

への加入が前提となります。

詳しくは、品目横断的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ （ver.10 平）

成18年12月25日改訂）

http://www.maff.go.jp/ninaite/keiei_antei_point.pdf

の49、50ページをご覧ください。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

★担い手に対するあらゆるサポート活動の一元的実施について

行政・ＪＡ・農業委員会など地域における関係機関の担い手育成機能を１ヶ所に

集約した担い手育成総合支援協議会が実施する「担い手アクションサポート事業」

では、新たにワンストップ支援窓口を設置して、経営や技術に関する相談に一元的

に応じる体制を整備します。

具体的には、担い手の皆さんが、個々の経営状況や課題に応じて必要な支援を受

けることができるよう、都道府県段階や地域段階の担い手育成総合支援協議会が行

う以下の取組に対して助成します。

（１ 「ワンストップ支援窓口」や「担い手アクションサポートチーム」の設置）

等、担い手への一元的・総合的な支援体制の整備

（２）経営相談・技術指導・法人化支援・農地の利用調整活動・担い手の組織化

支援・再スタート支援など、あらゆる担い手向けのサポート活動を補助対象

メニューとして取り揃え、この中から、担い手のニーズに応じて必要な支援



- 3 -

ツールを選択して実施

この事業の実施により、担い手の皆さんにとっては、必要な支援が機動的・効果

的に受けることができるようになります。なかでも （２）の支援活動は全額国の、

負担のため、地域の財政的な負担は必要ありませんので、各担い手育成総合支援協

議会におかれては、積極的な活用に向けご検討いただくようお願いいたします。

詳しくは、品目横断的経営安定対策のポイント（雪だるまパンフ （ver.10 平）

成18年12月25日改定）

http://www.maff.go.jp/ninaite/keiei_antei_point.pdf

の56ページの地方農政局生産経営流通部経営課等へお気軽にお問い合わせ下さい。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

【２】地域の話題等

☆静岡県における品目横断的経営安定対策の加入に向けた取組について

（静岡農政事務所、関東農政局発）

静岡県では、これまで、秋まき麦を作付ける農業者の品目横断的経営安定対策への

加入促進に向け、農政事務所、県、県農協中央会、経済連等が打合せを重ね、静岡県

としての取組方針を検討し推進してきました。

具体的には

（１）認定農業者ではあるが対策の経営規模要件を満たしていない農業者について

は、特例基準に照らした再度のリストアップと確認

（ ） 、２ 経営規模要件は満たしているが認定農業者となっていない農業者については

認定農業者への誘導を図りながら、併せて対策加入への意向の確認などの働きか

け

を行い、対策の加入候補者を増やしてきました。

また、加入申請の受付に当たっては、農政事務所に開設した加入申請受付窓口が麦

作付生産者の住所地から地理的に遠いことや、加入申請受付開始時期が水稲収穫時期

と重なること、ＪＡによる代理申請が行われなかったことから出張受付を実施しまし

た。

出張受付では、加入申請者個々の相談に対応しながらの申請受付となりましたが、

申請者個々に対する適切なアドバイスを行うことができました。

小規模農家の割合が高い静岡県において、最終的に１１６経営体の加入申請があっ

、 、 、たのは 特例基準の適用による候補者の地道なリストアップや 地域単位での説明会

候補者の居住地域へ出向いての出張受付など、市町、ＪＡと連携、役割分担を行いつ

つ取組を進めて来たことが反映されたものと思います。
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このため、４月からの申請受付についても、農家の方々が申請しやすくなるよう、

関係機関・団体と連携して、積極的に出張受付を行うこととしています。

・問い合わせ先：静岡農政事務所農政推進課（TEL：054-246-6211）

━◇━━━━━━◆━━━━━━━◇━━━━━━━━◆━━━━━━━━◇━

★一集落一農場方式の集落営農を実施

（農事組合法人「夢ファームせんだ」の取組）

（ ）近畿農政局発

滋賀県北東部に位置する木之本町は、三方を伊吹連山に囲まれた、北陸地方と京

都・江戸を結ぶ北国街道の宿場町として古くから栄え、また、賤ヶ岳古戦場や国宝

級の観音像など、伝統と名跡を有しているところです。

賤ヶ岳の麓に位置する木之本町千田地域では、これまで、水稲を中心とした兼業

農家が、それぞれに農業機械を所有し、小規模な農業経営を行ってきましたが、高

齢化や担い手の不足から次第に耕作放棄地も増加し、将来の集落の営農の方向を検

討する必要がありました。

このような中、集落の今後の発展のために議論が重ねられ、集落のみんなが参加

できる一集落一農場方式との意見がまとまり、平成７年、９３戸の農家のうち９０

戸が参加して 「千田農業生産組合」が設立されました。、

さらに、千田地域では、集落の水田の全てが未整備田であったことから、ほ場整

備事業にも着手し、経営の近代化等を目指して、平成12年２月には 「農事組合法、

人夢ファームせんだ」として法人化し、12月には、特定農業法人としての認定も受

けました。

、 、 、同法人では 水稲を中心として 麦及び大豆の作付けを行っているところですが

米価の下落等により厳しい経営を迫られるなかで、一層のコストダウンが求められ

ることから、ほ場の大区画化により水稲湛水直播栽培への全面切替や大型機械の導

入を進め、大幅な労働時間の縮減や収量の安定、品質の向上などが図られており、

平成１８年１１月には、さらなる安定的な経営を目指して、品目横断的経営安定対

策にも加入したところです。

このような取組により、今年度の土地改良事業地区営農推進優良事例表彰におい

て、農村振興局長賞も受賞しており、全国でも先進的な取組として、今後、兼業農

家中心の地域における集落営農のモデルとなる活動が期待されています。

土地改良事業地区営農推進優良事例表彰

http://www.maff.go.jp/nouson/sigen/einou/→

・問い合わせ先：近畿農政局生産経営流通部経営課（TEL：075-414-9017（直 ））
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━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

＜編集後記＞

少し遅くなりましたが、明けましておめでとうございます。

新年１号目から、前号でお知らせした「平成19年度予算概算決定における主な担

い手対策」シリーズをスタートしました （全３回予定）。

さらに、４月からの品目横断的経営安定対策への加入促進に向けて、出張受付や

集落営農のモデル活動など、地域の話題等も毎号毎号、紹介させていただきます。

本年も宜しくお願いします。

本メルマガでは、皆様に活用されるメルマガを目指し、担い手育成活動の優良事

例等を紹介していきます。皆様の地域での事例、ご意見、メルマガの感想等を下記

アドレスまでお寄せください。

▲ 電子出版：担い手育成・品目横断的経営安定対策推進メールマガジン

△ 発行日 ：随時発行（週１回程度）

△ 発行元 ：農林水産省 経営局 経営政策課

▲ お問い合わせ先の電子メールアドレス： keiei_seisaku@nm.maff.go.jp

☆このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから。

http://www.maff.go.jp/ninaite/mailmagazine.html→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━◆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！ ◇━━━━━━━━━

～品目横断的経営安定対策を含む担い手への支援策、認定農業者数等、担い

手情報満載！！～

http://www.maff.go.jp/ninaite/→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━


